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1. 概要 

本書は、MathWorks 社 Simulink Real-Time の App Generator を使用して Speedgoat 社のリアルタイムターゲッ

トマシンのサンプル GUI（App Designer 形式）を作成する手順について説明します。 

App Generator の詳細機能の説明については、MathWorks 社 Help ドキュメントを参照ください。 

App Generator を使用せず、App Designer から GUI を作成する手順や、リアルタイムターゲットマシンでサンプ

ルモデルを実行するまでのセットアップについては「speedgoat セットアップガイド」を参照ください。 

 

2. 対応MATLABバージョン 

App Generator は MATLAB R2022a 以上のバージョンで使用可能です。 

 

3. App Generator概要 

App GeneratorはSimulinkモデル(.slx)およびリアルタイムターゲットマシン実行ファイル(.mldatx)からコーディ

ング無しで App Designer の GUI を作成できます。 

 

4. App Generator GUIサンプル作成手順 

4.1.  オシレータモデル（全マシン実行可能） 

本章で使用するモデルは全てのターゲットマシンで実行することが可能です。 

MATLAB コマンドウィンドウで以下コマンドを実行するとオシレータモデル（slrt_ex_osc.slx）が表示されます。 

 

>> openExample('slrealtime/SlrtAddIOBlocksToSimulinkModelExample', ... 

'supportingFile','slrt_ex_osc.slx') 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.mathworks.com/help/slrealtime/ref/simulinkrealtimeappgenerator-app.html
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オシレータモデルのリアルタイムタブの「アプリジェネレーター」をクリックし、App Generator を起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

以下の様なポップアップが表示されましたら「はい」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

下図が App Generator の起動画面になります。 
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App Generator で Simulink モデルが認識されている場合、信号とパラメーターペインにモデルの信号名やブロッ

クのパラメーター名が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示されていない場合は、デザイナータブの新規から、対象のモデルを選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信号とパラメーターペイン 
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信号とパラメーターペインから GUI に表示させたい信号、パラメーターを選択し、Add Selection ボタンをクリッ

クし、バインディングに信号、パラメーターが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本例では、信号名：XfrFnc、ブロックパラメーター：SignalGenerator:Amplitude, SignalGenerator:Frequency

を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

XfrFnc オシレータモデルの信号名 XfrFnc 

SignalGenerator:Amplitude オシレータモデルの Signal Generator ブロックの振幅パラメーター 

SignalGenerator:Frequency オシレータモデルの Signal Generator ブロックの周波数パラメーター 

 

 

Add Selection ボタン 

バインディング 
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選択したソースのコントロール名、コントロールタイプは、右部の信号パネルから変更可能です。 

本 例 では 、 XfrFnc を GUI 上 に グ ラフ で表 示 させ る ため 、 コ ント ロール タ イプ を「 Axes 」 、

SignalGenerator:Amplitude と SignalGenerator:Frequency を GUI 上で操作可能にさせるため、「Knob」としま

す。 

コントロールタイプの一覧および表示例は以下 URL を参照ください。 

https://www.mathworks.com/help/matlab/creating_guis/choose-components-for-your-app-designer-app.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オプションで App Designer GUI のレイアウトの設定が可能です。 

詳細は以下 URL を参照ください。 

https://www.mathworks.com/help/slrealtime/ref/simulinkrealtimeappgenerator-app.html#mw_b540bba2-aef5-

4d43-8b98-2dbab7c6bd0e 

本例では「ツールストリップ」「ステータス バー」「グリッドレイアウトの使用」にチェックを入れます。 

※GUI 作成後、コンポーネントの位置やサイズを変更したい場合は「グリッドレイアウトの使用」のチェックを外

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.mathworks.com/help/matlab/creating_guis/choose-components-for-your-app-designer-app.html
https://www.mathworks.com/help/slrealtime/ref/simulinkrealtimeappgenerator-app.html#mw_b540bba2-aef5-4d43-8b98-2dbab7c6bd0e
https://www.mathworks.com/help/slrealtime/ref/simulinkrealtimeappgenerator-app.html#mw_b540bba2-aef5-4d43-8b98-2dbab7c6bd0e
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「保存」から本 App Generator ファイル(.mat)を保存後、「アプリの生成」をクリックし、MATLAB アプリファ

イル(.mlapp)を名前を付けて保存して、「App Designer で開く」から App Designer を起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

App Designer が起動しましたら、実行ボタンから作成した GUI を起動することが可能です。 

コンポーネントの位置やサイズの変更は、App Generator 画面のオプションの「グリッドレイアウトの使用のチェ

ックを外すと、変更可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① Signal Generator ブロックの振幅パラメーター変更用ノブ 

② Signal Generator ブロックの周波数パラメーター変更用ノブ 

③ 信号名 XfrFncのグラフ 

 

① ② 

③ 
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4.2.  IO397サンプルモデル 

本章で使用するモデルは FPGA モジュール「IO397」が実装されているターゲットマシンで実行することが可能で

す。 

MATLAB コマンドウィンドウで以下コマンドを実行すると IO397 サンプルモデル 

（sgMdl_IO397_AnalogLoopback.slx）が表示されます。 

本モデルは IO397 のアナログ入出力のループバックモデルです。ループバックの配線やモデルについての詳細は、

Speedgoat ポータルサイトを参照ください。 

>> speedgoat.openProductExample('IO397_AnalogLoopback') 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SetupブロックのブロックパラメーターのHardwareは IO397を選択し、Configuration Fileは IO397の bitstream

ファイル(.mat)を選択します。bitstream ファイルはSpeedgoat ポータルサイトからダウンロードしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IO397 サンプルモデルのリアルタイムタブの「アプリジェネレーター」をクリックし、App Generator を起動しま

す。 

 

 

 

 

 

 

https://www.speedgoat.com/help/slrt/page/examples/IO397_AnalogLoopback
https://www.speedgoat.com/extranet#/Login
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以下の様なポップアップが表示されましたら「はい」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下図が App Generator の起動画面になります。 
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App Generator で Simulink モデルが認識されている場合、信号とパラメーターペインにモデルの信号名やブロッ

クのパラメーター名が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示されていない場合は、デザイナータブの新規から、対象のモデルを選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信号とパラメーターペイン 
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信号とパラメーターペインから GUI に表示させたい信号、パラメーターを選択し、Add Selection ボタンをクリッ

クし、バインディングに信号、パラメーターが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本例では、信号名：IO397_ADC_CH1~4、ブロックパラメーター：Sine Wave0~3:Amplitude を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IO397_ADC_CH1~4 IO397 のアナログ入力 Ch1~4 

Sine Wave0~3:Amplitude IO397 のアナログ出力 Ch1~4 の指令サイン波の振幅 

 

 

Add Selection ボタン 

バインディング 
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選択したソースのコントロール名、コントロールタイプは、右部の信号パネルから変更可能です。 

本例では、IO397_ADC_CH1~4 を GUI 上にグラフで表示させるため、コントロールタイプを「Axes」、Sine 

Wave0~3:Amplitude を GUI 上で操作可能にさせるため、「Knob」とします。 

コントロールタイプの一覧および表示例は以下 URL を参照ください。 

https://www.mathworks.com/help/matlab/creating_guis/choose-components-for-your-app-designer-app.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オプションで App Designer GUI のレイアウトの設定が可能です。 

詳細は以下 URL を参照ください。 

https://www.mathworks.com/help/slrealtime/ref/simulinkrealtimeappgenerator-app.html#mw_b540bba2-aef5-

4d43-8b98-2dbab7c6bd0e 

本例では「ツールストリップ」「ステータス バー」「グリッドレイアウトの使用」にチェックを入れます。 

※GUI 作成後、コンポーネントの位置やサイズを変更したい場合は「グリッドレイアウトの使用」のチェックを外

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.mathworks.com/help/matlab/creating_guis/choose-components-for-your-app-designer-app.html
https://www.mathworks.com/help/slrealtime/ref/simulinkrealtimeappgenerator-app.html#mw_b540bba2-aef5-4d43-8b98-2dbab7c6bd0e
https://www.mathworks.com/help/slrealtime/ref/simulinkrealtimeappgenerator-app.html#mw_b540bba2-aef5-4d43-8b98-2dbab7c6bd0e
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「保存」から本 App Generator ファイル(.mat)を保存後、「アプリの生成」をクリックし、MATLAB アプリファ

イル(.mlapp)を名前を付けて保存して、「App Designer で開く」から App Designer を起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

App Designer が起動しましたら、実行ボタンから作成した GUI を起動することが可能です。 

コンポーネントの位置やサイズの変更は、App Generator 画面のオプションの「グリッドレイアウトの使用のチェ

ックを外すと、変更可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①～④ IO397 のアナログ入力 Ch1~4 のグラフ 

⑤～⑥ Sine Wave1~2 ブロックの振幅パラメータ変更用ノブ 

 

① ② 

④ ③ 

⑤ ⑥ 
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Signals and Parameters1 タブ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦～⑧ Sine Wave0, 4 ブロックの振幅パラメータ変更用ノブ 

 

 

⑦ ⑧ 
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4.3.  IO135サンプルモデル 

本章で使用するモデルは FPGA モジュール「IO135」が実装されているターゲットマシンで実行することが可能で

す。 

MATLAB コマンドウィンドウで以下コマンドを実行すると IO135 サンプルモデル（sgMdl_IO135_Loopback.slx）

が表示されます。 

本モデルは IO135 のアナログ入出力、デジタル入出力のループバックモデルです。ループバックの配線やモデルに

ついての詳細は、Speedgoat ポータルサイトを参照ください。 

>> speedgoat.openProductExample('IO135_Loopback') 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IO135 サンプルモデルのリアルタイムタブの「アプリジェネレーター」をクリックし、App Generator を起動しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

以下の様なポップアップが表示されましたら「はい」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.speedgoat.com/help/slrt/page/examples/IO135_Loopback


Speedgoat App Generator GUI 作成マニュアル MSGMS-250513-2 

16 

 

下図が App Generator の起動画面になります。 
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App Generator で Simulink モデルが認識されている場合、信号とパラメーターペインにモデルの信号名やブロッ

クのパラメーター名が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示されていない場合は、デザイナータブの新規から、対象のモデルを選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信号とパラメーターペイン 
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信号とパラメーターペインから GUI に表示させたい信号、パラメーターを選択し、Add Selection ボタンをクリッ

クし、バインディングに信号、パラメーターが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本例では、信号名： IO135_AI_CH1~2、IO135_DI_CH5、ブロックパラメーター：SineWave:Amplitude、

SineWave:Frequency、Pulse Generator:Period、Pulse Generator:PulseWidth を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IO135_AI_CH1~2 IO135 のアナログ入力 Ch1~2 

IO135_DI_CH5 IO135 のデジタル入力 Ch5 

SineWave:Amplitude IO135 のアナログ出力 Ch1~2 の指令サイン波の振幅 

SineWave:Frequency IO135 のアナログ出力 Ch1~2 の指令サイン波の周波数 

Pulse Generator:Period IO135 のデジタル出力 Ch1の指令パルスの周期[msec] 

Pulse Generator:PulseWidth IO135 のデジタル出力 Ch1の指令パルスの Highパルス幅[msec] 

 

Add Selection ボタン 

バインディング 
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選択したソースのコントロール名、コントロールタイプは、右部の信号パネルから変更可能です。 

本例では、IO135_AI_CH1~2、IO135_DI_CH5 を GUI 上にゲージで表示させるため、コントロールタイプを

「Gauge」、SineWave:Amplitude、SineWave:Frequency を GUI 上で操作可能にさせるため「Knob」、Pulse 

Generator:Period、Pulse Generator:PulseWidth を GUI 上で数値入力させるため「Edit Field(numeric)」としま

す。 

コントロールタイプの一覧および表示例は以下 URL を参照ください。 

https://www.mathworks.com/help/matlab/creating_guis/choose-components-for-your-app-designer-app.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オプションで App Designer GUI のレイアウトの設定が可能です。 

詳細は以下 URL を参照ください。 

https://www.mathworks.com/help/slrealtime/ref/simulinkrealtimeappgenerator-app.html#mw_b540bba2-aef5-

4d43-8b98-2dbab7c6bd0e 

本例では「ツールストリップ」「ステータス バー」「グリッドレイアウトの使用」にチェックを入れます。 

※GUI 作成後、コンポーネントの位置やサイズを変更したい場合は「グリッドレイアウトの使用」のチェックを外

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.mathworks.com/help/matlab/creating_guis/choose-components-for-your-app-designer-app.html
https://www.mathworks.com/help/slrealtime/ref/simulinkrealtimeappgenerator-app.html#mw_b540bba2-aef5-4d43-8b98-2dbab7c6bd0e
https://www.mathworks.com/help/slrealtime/ref/simulinkrealtimeappgenerator-app.html#mw_b540bba2-aef5-4d43-8b98-2dbab7c6bd0e
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「保存」から本 App Generator ファイル(.mat)を保存後、「アプリの生成」をクリックし、MATLAB アプリファ

イル(.mlapp)を名前を付けて保存して、「App Designer で開く」から App Designer を起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

App Designer が起動しましたら、実行ボタンから作成した GUI を起動することが可能です。 

コンポーネントの位置やサイズの変更は、App Generator 画面のオプションの「グリッドレイアウトの使用のチェ

ックを外すと、変更可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①～② IO135 のアナログ入力 Ch1~2 のゲージ 

③ IO135 のデジタル入力 Ch5のゲージ 

④ Pulse Generator ブロックの周期パラメータ用数値入力ボックス 

⑤ Pulse Generator ブロックの Highパルス幅パラメータ用数値入力ボックス 

⑥ Sine Wave ブロックの振幅パラメータ変更用ノブ 

 

① ② 

③ ④ 

⑤ 
⑥ 
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Signals and Parameters1 タブ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ Sine Wave ブロックの周波数パラメータ変更用ノブ 

 

 

⑦ 
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5.  GUI作成後、モデルを変更する場合の更新方法・注意点 

作成済みの GUI にモデル内の信号・パラメータを新たに追加する場合は、App Generator の「開く」から保存済

みの App Generator ファイル(.mat)を開きます。 

 

 

 

 

 

次に、追加する信号・パラメータを選択して、「アプリに追加」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

App Designer GUI ファイルの選択画面が表示されるため、作成済みの GUI を選択すると、GUI に新たに追加し

た信号・パラメータのコンポーネントが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Speedgoat App Generator GUI 作成マニュアル MSGMS-250513-2 

23 

GUI のコンポーネントとモデル内の信号・パラメータは、パスによって紐づけられています。これらのパスは、App 

Designer のコードビューで確認することが可能です（例：オシレータモデル「slrt_ex_osc.slx」の Signal Generator

の場合、「slrt_ex_osc/Signal Generator」）。 

なお、GUI に紐づけた信号名やブロック名を変更する場合、またはそれらを別のサブシステム等に移動させる場合

には、GUI 内のパスもあわせて変更する必要があります。もしくは、App Generator を用いて GUI を新たに再作

成する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


